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01 第３四半期 ハイライト

The Third Quarter Highlight
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5/15に続き、2回目の上方修正。

営業利益は、5/15に上方修正した年間予想を３Q時点でほぼクリア。

2023年12月期 第3四半期ハイライト

単位：百万円 ①上方修正
 通期予想 5/15

②上方修正
通期予想 10/26

3Q実績 進捗率 前年同期比

売上高 3,300 百万円 3,516 百万円 2,645 百万円
①80.2%
②75.2% +445 百万円 (+20.2%)   

営業利益 320 百万円 360 百万円 315 百万円 ①98.5%
②87.5% ＋１６2 百万円(+105.6%)

（営業利益率） 9.7% 10.2% 11.9%

経常利益 360 百万円 427 百万円 ３７2 百万円
①103.3%
② 87.1% ＋１78 百万円 (+91.7%)

親会社株主に帰属
する当期純利益

260 百万円 297 百万円 262 百万円
①101.0%
② 88.4% ＋１22 百万円 (+86.7%)

※子会社である株式会社グローブテック・ジャパンは2024年12月期第1四半期より損益計算書に貢献します。
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業績進捗率

3Q 売上高 3Q 営業利益

98.5％

87.5％

112.5％

75.2％

⓪ 33億円 ② 35.1億円

26.4億円 3.1億円

進捗率 進捗率

⓪ 2.8億円 ① 3.2億円 ② 3.6億円

80.2％

３Q時点で
年度予算を

110％突破
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円安の打撃を受けない国産製品の販売が好調。前年同期比2.06倍

営業利益の前年同期比

前年同期比

2倍以上

153百万円

161百万円
１５百万円

41百万円 -３５百万円

-21百万円
315百万円

国策による国産シフトが後押し

円安の打撃を受けない国産製品の『ALog』販売が好調

競合の海外製品が円安で価格高騰
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収益性の高い『ALog』の販売が増加。営業利益率が1.7倍に
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9.85億円 9.83億円

累計販管費の推移

広告宣伝費、セールス関連人件費

管理部門の人件費、共通費等

研究開発費

販管費は

前年度水準
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新中期計画(2023-2025)における当期の営業利益は、年間予想を既に突破
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280

通期予想を

3Q時点で突破
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（108%）
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（130%）

（191%）

（102%）

純資産

23％増

利益剰余金
31%増

子会社株式取得や資本業務提携により、固定資産が増加

M＆A/資本提携で

固定資産84％増
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事業別サマリ

両事業、共に販売好調

データセキュリティ事業

ネットワークセキュリティ事業 サブスク型「ネットワーククラウドサービス」が好調。

機器の調達不足も解消。前年同期比22％増、粗利41％増

主力のログ管理ソフトが好調。前年同期比17％増。

新事業(セキュリティ運用サービス)の要員採用で、粗利5％微減

売上高

売上高

売上総利益

売上総利益

前年同期比

+17%

+22% +41%1,688 百万円 663 百万円

956百万円 635 百万円 -5%



10©AMIYA Corporation

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

２２年4Q実績 23年１Ｑ 23年2Ｑ 23年3Ｑ 23年4Ｑ 24年４Ｑ ２５年４Ｑ

中期計画上のKPI(ARR)を突破。サブスクモデルへの本格シフトは2024から

 297％

（単位：百万円）

7.8億円

ＡＲＲ

計画 7.5億円

※ARR：サブスクライセンス・定額サービス・従来保守など
継続性のあるストック売上をまとめた年間定期収入

※解約率：従来保守を除いたサブスク契約の契約解約率

※

105%進捗率

解約率 ：0.9%※

データセキュリティ事業

事業別KPI

2023～2025

四半期ごと

計画

実績
7.4億円 7.6億円

7.8億円

6.72億円 7.16億円
7.52億円

8.60億円

実績

6.9億円



11©AMIYA Corporation

900

1,100

1,300

1,500

1,700

1,900

2,100

2,300

２２年4Q実績 23年１Ｑ 23年2Ｑ 23年3Ｑ 23年4Ｑ 24年４Ｑ ２５年４Ｑ

進捗はほぼ予定通り。SaaSの解約率は低下傾向

（単位：百万円）

 195％

計画

2023～2025

四半期ごと

ネットワークセキュリティ事業

12.9億円

ＡＲＲ

※ARR：サブスクライセンス・定額サービス・従来保守など
継続性のあるストック売上をまとめた年間定期収入

※解約率：従来保守を除いたサブスク契約の契約解約率

※

97%
解約率 ： 4.0%※

事業別KPI

実績

計画 13.2億円

進捗率

実績
11.7億円

12.4億円
12.9億円

11.8億円
12.6億円

13.2億円

14.2億円

11.2億円
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02 会社概要

Company Overview
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会社情報

会社名

代表取締役

設立

所在地

事業内容

株式会社網屋

石田 晃太

1996年12月

東京都中央区日本橋浜町

サイバーセキュリティ
製品/サービスの製造/販売

セキュリティの自動化によって

すべての人が高水準のセキュリティを受けられる社会を

AI開発の
自社製造メーカー

最先端のセキュリティ
テクノロジー

特長

CSIRT
サイバー攻撃検知

SIEM
統合ログ管理

ゼロトラスト
新型セキュアネット

SDN
クラウドネットワーク

会社概要

ストック比率

50%以上
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会社の変遷

売上高の推移

当期純利益の推移

ITインフラ受託で発足

1 FY1996

2 FY2002

収益悪化。
VCに資本参画を依頼

ログ管理製品
「ALog Converter」リリース

4 FY2005

5 FY2010

クラウドVPN
「Verona」リリース

3 FY2003 7 FY2018

公的企業になるべく
IPO準備。決算期変更

SaaSサービス
「Network All Cloud」リリース

6 FY2018

9 FY2023

AI自動判定型SaaS
「ALog Cloud」をリリース

8 FY2021

東京証券取引所マザーズ市場
に株式を上場

3.5億

35億

労働集約から
メーカーへ転身

サブスク型に切替え
成長モデルへ

経営陣
新体制へ
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社会背景

事業環境の追い風を背景に、サイバーセキュリティの自動化プロバイダに

2兆2000億円人口減少 クラウド/AI/DX

社会
背景

当社

サイバー攻撃の増加 不可逆的なセキュリティ需要

※：IDC 国内WANサービス市場予測
※：富士キメラ ネットワークセキュリティビジネス総覧

法人向けＷＡＮサービス市場 ６,３００億

ネットワークセキュリティ市場 ８,０７８億

セキュリティサービス市場 ３,２３１億

セキュリティ製品市場 ４,８４７億

2020 2025 2030

（国内）

ソフトメーカーネットワーク

サイバーセキュリティ自動化の第一人者へ
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データセキュリティ事業

ログを一括集約する『AIデータ分析プラットフォーム』

車なら、ドライブレコーダー

船なら、航海日誌

会社なら、会計帳簿

医療なら、カルテ

あらゆるデータをAIが自動解析

ITなら、ログ
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ログの重要性

サイバー空間における脆弱性探索行為の推移

2752.8
4192

6506.4
7335 7707.9

0
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H30 R1 R2 R3 R4

（件/日・IPアドレス） （暫定値）

前年推移 372.9件／日増加

ランサムウェア被害の規模別件数

ランサムウェア
被害件数（R4）

230件

大企業
63件（27％）

大企業
63件（27％）

中小企業
121件（53％）
中小企業

121件（53％）

団体等
46件（20％）

団体等
46件（20％） 前年推移

：14件増加（129％）大企業

： 42件増加（153％）中小企業

： 28件増加（256％）団体

出典 ）警察庁「令和４年におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢等について」

ログデータの取得

情報セキュリティ責任者は、各種のログを取得し、

一定期間保存しなければならない

総務省 「地方公共団体における情報セキュリティ

ポリシーに関するガイドライン」

サイバーセキュリティのリスク対応
アクセスログや通信ログ等から

サイバー攻撃を監視・検知する仕組みを構築する

経済産業省

「サイバーセキュリティ経営ガイドライン Ver 3.0」

水道

交通

金融 重要インフラ

中小企業

教育

金融機関等コンピュータ

システムの安全対策基準

水道分野における

情報セキュリティガイドライン

情報セキュリティ確保に係る

安全ガイドライン

重要インフラのサイバーセキュリティに

係る安全基準等策定指針

中小企業の情報セキュリティ

対策ガイドライン

教育情報セキュリティポリシー

に関するガイドライン

データセキュリティ事業

増えるサイバー攻撃に伴い、ログ保管は義務化の一途
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視認性のあるログに
自動変換

いつ 誰が
どの

ファイルに
何をした

で収集も分析も自動化
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不正や攻撃を自動検知 AIが人手を介さず分析

日時 ユーザ サーバ ファイル 操作

2021/02/03 
12:15:04

amiya¥Sasaki amyfs001 D:¥¥営業部¥重要顧客リスト.xls READ

2021/02/03
20: 11:04

amiya¥Yamada amyfs001 D:¥¥企画部¥FY13事業計画.doc WRITE

2021/02/03 
22:05:03

amiya¥Akiyama amyfs001 D:¥¥経理部¥給与明細_田中.xls DELETE

データセキュリティ事業

ログを自動変換する特許技術、自動収集/自動分析のAIテクノロジー

競争優位性
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ポジショニング

国産ログ管理

PC資産管理

簡易

複雑

網羅的部分的

海外SIEM*

データベース
ログ管理

ネットワーク
運用監視

統合ログ

日本版SIEM

FY2023～

～FY2022

～FY2022

* セキュリティデータ分析プラットフォーム

ファイルサーバログ

Splunk社

splunk

IBM社

QRadar

新「ALog」で、
カンタン＆全方位にデータを
集約できる統合セキュリティ
プラットフォームに

データセキュリティ事業

簡易性と網羅性を両立させた国内の標準製品へ
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国内市場ではトップシェアだが、世界市場ではシェアはまだ0.3%

成長可能性

国内のログ監視ではトップシェア 世界市場ではまだスタートライン

データセキュリティ事業

デロイトトーマツミック経済研究所調べ

「内部脅威対策ソリューション市場の現状と将来展望2022年度」

10兆円

8000億円

セキュリティ市場

ログデータ製品

年3000億円売上

Splunk社

総務省調べ

SIEM市場

米国シスコシステムズ社が
4.1兆円で買収 (2023.09月)

セカンダリリサーチ
インタビュー調べ

当社ポジション

国内市場での競合

ターゲット

セグメント
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出所：経済産業省 情報技術促進課 
「IT人材受給に関する調査（概要）」

IT人材不足は、自動化技術の需要を喚起

深刻なエンジニア不足ネットワークセキュリティ事業

IT人材

45万人

不足
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企業ネットワークをクラウドから操作できる『SDN技術』を開発・サービス化

ネットワークセキュリティ事業

20%以上CAGR

企業インフラをSaaSクラウドから提供

顧客はコストダウン、

当社は収益アップ

省人化できるため、

人手不足時代にニーズ増

95%継続率

FY2018-2022 

FY2018-2022 
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熊谷組様
300を超える工事現場に、
以前はエンジニアが出張作業していた

現地にエンジニアが行かずに済む＝多拠点に効果大

ネットワークセキュリティ事業

当社SaaSを導入。出張作業者ゼロに

89 
94 94 98 

103 
109 

120 
126 128 132 

139 143 

60

80

100

120

140

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期

NW機器

サービス
50万円

（機器の約25%）

200万円

導入
50万円

1year 2 4 5 63

サービス接続台数
143万台

※接続台数による課金ではありません。
サービス接続台数のグラフは参考情報です

平均継続率は

95%
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WiFiサービス

事業者

SaaS

VPNサービス

事業者

SIer
(総合構築業者)

網羅的

認証サービス

事業者

部分的

オンプレ

認証基盤・無線LAN・VPNなど
ネットワーク全体を網羅

ポジショニングネットワークセキュリティ事業

ネットワーク全体をSDN化した技術は、業界的に稀有
Software Defined Network

クラウド上からネットワークを一括制御する技術
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03 成長戦略

Mid-Term Management Plan
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α 主力製品の収益構造転換

従来の売切りモデルから年間定額モデルへ移行。次年度以降の売上を従来の約10倍に

β 新成長戦略のスタート

事業環境の追い風を背景に、新中計で事業スケールを200%

γ M&A、提携による複合事業化

セキュリティに関わる複数事業を買収・提携等により、アップサイド化

インベストメント ハイライト
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主力製品「ALog」を売切りモデルからサブスクモデルへ全面移行。収益力を従来の5～10倍に

販売モデルの変更 ライセンス

保守
保守30万円

（ライセンスの約10%）

300万円

役務

1year 2 4 53

平均新規件数

350件／年
既存顧客

4,000件

収益構造の変更

従来の収益軸は
少額な保守費の積上げ

保守

ライセンス

2 4 5 X31year

1year 2 4 53

1year 2 4 5 X3

今後は
データ量課金の
サブスク堆積

サブスク

初年度は
半額計上

2023 2024 2025

サブスク 200万円～

役務

α 主力製品の収益構造転換

※金額はモデルイメージ
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◆ 円安による海外製品の価格高騰を背景に、国産である当社製品『ALog』が注目

◆ 『ALog』をクラウド＆サブスク化。収益構造の転換で、3か年で売上倍増

◆ 人手不足を解決する「Network All Cloud」サービスをCAGR20%超えに

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025 3ヵ年増加率 CAGR

売上高 2,986 3,300 4,500 6,000 200% 26.1%

売上総利益 1,555 1,597 2,315 3,210 206% 27.3%

営業利益 263 280 419 600 228% 31.6%

経常利益 301 325 399 580 193% 24.4%

親会社に帰属する
当期純利益※

229 234 279 406 177% 21.0%

1株あたり当期純利益

EPS（円） 57.14 59.03 67.38 98.05 1.7倍 －

自己資本利益率

ROE（％） 16.1 14.9 15.7 19.2 － －

（単位：百万円）

売上高 200% 営利 228%

(上方修正前の数値)

β 新成長戦略のスタート

事業環境の追い風を背景に、新中計で事業スケールを

※2023年12月期第3四半期より連結決算に移行
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新中計では、CAGR25％を設定。成長加速の元年へ

新 中期3か年計画

（単位：百万円)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

'19/12期 '20/12期 '21/12期 '22/12期 '23/12期(予) '24/12期(予) '25/12期(予)

売上

60億円

33億円
29億円

27億円
23億円21億円 CAGR 25%以上

45億円

β 新成長戦略のスタート

CAGR 11%
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セキュリティに関わる複数事業を買収・提携等により、アップサイドを検討

当社の事業

顧客が求めるセキュリティ

・ガイドライン策定

・リスク分析

・CSIRT構築

体制構築

・脆弱性の指摘と改善

・インフラの刷新

・事故後の復旧

環境改善

・セキュリティSE養成

・社員への教育

・情シス強化

教育/自衛

データセキュリティ事業

・サイバー攻撃監視

・通信のセキュア化

・監視の強化

防御

ネットワークセキュリティ事業 セキュリティサービス事業

セキュリティ教育事業

セキュリティ派遣事業

SaaS型データ分析プラットフォーム ・クラウドネットワーク

・ゼロトラスト

・情シスのリモート代行

セキュリティ運用サービス

グローブテック・ジャパン社を買収。

100%子会社化

グローバルセキュリティエキスパート社と

資本業務提携

サイバージム社と業務提携

ブロードバンド

セキュリティ社

と業務提携

【東証スタンダード】

【東証グロース】

【名証ネクスト】
バルクHD傘下

サイバーセキュリティ
プロバイダ 

γ M&A、提携による複合事業化
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主力商品『ALog』をサブスクモデルに移行。データセキュリティ事業をCAGR 34％へ

データセキュリティ事業

① 変わる販売モデル

② 変わる顧客層

③ 変わる単価

個別商品戦略

サブスク販売へ
データ量課金へ



32©AMIYA Corporation

売切りのライセンス販売からサブスク販売へ

保守

サブスク

1year 2 4 53 1year 2 4 53

サブスクモデルに

過去積上ARR過去積上ARR年間契約件数 350件 ARPU 400万円 前年ARR× ＋KPI策定の前提条件

※平均過去実績 ※サブスク＆MDRサービス

データセキュリティ事業

ライセンス

① 変わる販売モデル

売上の大半が

ストックに変更
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⚫ ALog EVA：100万円
⚫ ALog ConVerter for Windows：150万円
⚫ ALog ConVerter for NetApp：300万円
⚫ ALog ConVerter for Linux：＊＊万円

⚫ ALog ConVerter for EMC：＊＊万円

⚫ ALog ConVerter for PowerScale（Isilon）：＊＊万円

⚫ ALog ConVerter for Amazon Fsx Windows：＊＊万円

⚫ ALog ConVerter for Amazon FSx NetApp：＊＊万円

⚫ ALog ConVerter DB for SQL Server：＊＊万円

⚫ ALog ConVerter DB for Oracle Database：＊＊万円

データ量の従量課金

ログ量⇒15万円～100万円/月

データセキュリティ事業 ① 変わる販売モデル

台数課金からデータ量課金へ

ログデータ量が
増えれば増えるほど
トップラインが伸長
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従来は大手への販売のみ。今後はクラウド版が中堅層の受け皿に

データセキュリティ事業 ② 変わる顧客層

大手

準大手・中堅

中小

従業員
5,000人以上

従業員
100人5,000人以上

従業員
100人未満

従来は運用スキルのある

大手が籐製品を利用していた

セキュリティを自分で対応できる大手層

買っただけではつかいこなせない中堅層

取引先から指示された請負/サプライヤー層

セキュリティに投資できない小規模層

クラウド版で簡易に。
準大手/中堅にレンジ拡大

ログのクラウド集約で
当社が運用を代行できる
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クラウド版の開始で運用サービスも提供可能に

データセキュリティ事業 ③ 変わる単価

サービスの
アップセルで
単価向上
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依然、価格優位

ログが全方位に

用途も拡大

海外製品は

円安効果で更に高額化

対象はファイルサーバのみ

構築費 300万円

サーバ費 300万円 5年サブスク

3,500万円

他社SIEM

5年サブスク

1,000万円

ファイル操作の
監視のみ

ファイル操作の
監視のみ

ライセンス  300万円

サイバー攻撃監視など用途が拡大

対象はシステム全域

顧
客
の
総
負
担
額

ログ量は、加速度的に増加

ログの活用機会も不可逆的

5年保守   150万円

顧客の負担額は変わらない

データセキュリティ事業 変わる合理性

他社よりまだ圧倒的に安価
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データセキュリティ事業 サブスク移行の進捗

サブスク契約はスタートライン。オンプレ版の発売からサブスク率が本格的に上昇

新規におけるサブスク比率顧客の累積契約数

4929 5013
5123

5238
5389

5479
5589

5704
5841

5929
6048

2
8

13
18

20
24

33
39

54
72

93

4500

5000

5500

6000

6500

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2021 2022 2023

旧体系 サブスクリプション

98% 93% 96% 96% 99% 96% 92% 95% 90% 83% 85%

2% 7% 4% 4% 1% 4% 8% 5% 10% 17% 15%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2021 2022 2023

旧体系 サブスクリプション
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

旧体系 新規契約 サブスク 既存切替 サブスク

オンプレ版
サブスク開始
（旧体系を終了）

クラウド版
サブスク開始

データセキュリティ事業 サブスク売上シミュレーション

既存ユーザーの移行は、オンプレ版が出た後。収益性の上昇は中期的視点

サブスク新規 既存ユーザーの乗り換え旧体系からのサブスク移行
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従来の人材派遣の概念を一掃した『情報システム部のリモート代行サービス』を拡充

従来の派遣業

Ａ社

当社の遠隔サービス

Ｂ社

Ｃ社

派遣

採用難、単価増、単一スキル、属人的…。

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

マルチスキルを、均等に、すぐに、提供

遠隔

対応

派遣

派遣

専門スタッフをセンターに配備。

リモートから遠隔対応

足りない人材を

派遣会社から採用
派遣人数× 60～100万円/月コスト

時間定額：20万円～/月専門スタッフ

情シスの負荷

ネットワークセキュリティ事業 その他の商品

前年比

2倍の契約

顧客にコストメリットが高い
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新製品「ゼロトラスト」を、Network All Cloudシリーズに追加搭載

ARR

～2023

ゼロトラスト製品のアップセル

前年ＡＲＲ＝ＡＲＲ

新規契約

新期契約＋

＋
前年ＡＲＲ＝ＡＲＲ

新規契約
＋

ARR

新規契約
＋

ゼロトラスト契約

＋

前年ＡＲＲ＝ＡＲＲ
＋新規契約

＋
ゼロトラスト契約従来は本社VPN接続が前提。

今後はリモワが主流になるため、どこにいても

安全インターネットを可能にするゼロトラストが主流に

CAGR 25％

ネットワークセキュリティ事業

前年ＡＲＲ＝ＡＲＲ

CAGR 23％

その他の商品

ゼロトラスト
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ゼロトラスト
サービス開始

ネットワークセキュリティ事業

データセキュリティ事業

セキュリティ
エンジニア派遣

SASEサービス
開始 

ALog Cloud
販売開始

教育事業
開始

セキュリティ
サービス開始

投資計画

※投資計画は、M＆A等による新規事業の獲得や提携関係、
また事業継続における方針の見直し等により、投資額が変動する可能性があります。

新規事業投資

研究開発投資

FY2022 FY2023

広告宣伝投資

3.5億円

①サービス用人材投資
②教育事業立上げ投資

①ゼロトラスト
②ALog Cloud

①カンファレンスの主催
②各種動画広告制作等

1.0億円

1.5億円

1.0億円

FY2024

4.8億円

2.0億円

1.6億円

1.2億円

4.5億円

1.6億円

1.5億円

1.4億円

FY2025

4.1億円

1.2億円

1.4億円

1.5億円

少数精鋭のスクラム開発
により研究開発費を抑制

OEM販売の推進により、
広告宣伝費を削減

セキュリティ人材教育事業
など、新規事業投資を拡充

「新ALog」のR&Dは2024年でほぼ完了。開発投資は徐々に減少する見込み
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体制強化

DATA
SECURITY

AI・クラウド開発
・異常検知の自動化に向けたAI開発者採用

・クラウド製品の需要増に対応した要員増 13人 18人

セキュリティ
サービス

・ [セキュリティ運用サービス]の要員拡充

・教育事業拡大のための営業員採用 13人 25人

NETWORK
SECURITY

ネットワーク
セキュリティ

・契約増加に対応した

リモートエンジニアの拡充 40人 ８0人

複合事業化へ向けて、内部リソースを2025年までに拡充
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ESGの取り組み

「SECURE THE SUCCESS. 」を掲げ

高水準のセキュリティサービスで経済安全保障に貢献

Environment Social Governance

枯渇性資源の保護

消費電力量の削減

・業務全てのペーパーレス化推進

・納品梱包材の環境配慮

・自社WiFiを使ったオフィスフリアド化

・自社VPNを使ったテレワーク推進

サイバーセキュリティ人材の育成

ウェルビーイングの実現

・セキュリティ事業による社会貢献

・大学/高専へのセキュリティ人材育成

・セキュリティエンジニア養成と社会普及

・子育て支援/職場復帰プログラム

・社員への株式報酬制度

リスク・コンプライアンスへの取り組み

サイバーセキュリティ対策の強化

・CSIRTチームの設置と実施

・脆弱性診断の定期実行

・経営会議/取締役会の実質稼働

・内部統制システムによる信頼性確保
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SECURE THE SUCCESS.
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